
と…i∋且5
　まちのうごき

人口5，949人一58

　男　　2，868人．一29

　女3，081人．一一29

世帯数1，751戸〔一15

　弔成2年4目1日現益．

　　　　は対前月比

墜
■
5

’

平成2年

5

λ薗おωでとう
　4月りfに更郷幼稚園と埠谷幼稚慶、／2日に寺迫幻稚夏の入衰∫

が行われました。

　二郷幼稚蓑には36二名が入門し、式のあと教室では，一人ひとレり：こ

お祝いのまんじゅうが配られまレたが，みんな9し緊護気味でレた。

静かなる 椿，の花よ　葉こもりに

　咲きで久しき椿の花よ
牧　水
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新
し
い
顔
で
ス
9
ー
ト

　
平
成
二
年
度
の
区
長
・
組
合
長
が

次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
　
一
年

間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
．

区
長

卜
」
旦

甑軌
田

鶴
野
内

迫
野
内

八
重
原

田
野

羽
坂

仲
深

坪
谷

越
表

ド
渡
川鯵．＿撫懸

勘響
翼
∵

日橋富日橋磯伊佐田僑新渡
高口山高口貝藤藤層層名邊
則幸カー・・替　　正伊　止喜
雄雄丸男一一一晃朝「清幸ク、
　　　　　　　　　郎　　　雄

議

睦　垂
、

蓋

レ
役
場
講
堂
で
行
わ
れ
た
組
合
長
会

焉当去∵堕轡聡慧；臨臨妻餐鵜
戸
曜

日
田
尾

広
　
瀬

鳥
　
川

〔
小
野
田
区
］

大
　
谷

小
野
田
二

小
野
田
】

又
下
一

等
下
二

又
　
中

又
　
卜

海
野
　
宏

黒
木
義
彦

黒
木
京
市

黒
木
福
義

黒
木
文
利

黒
木
正
人

黒
木
　
勝

直
野
健
一

関
野
勝
義

直
野
一
美

小
林
幸
章

新
名
昭
夫

新
里
一
±

溝
口
良
一

糸
平
和
義

甲
斐
　
勉

高
尾
武
久

・
ナ
」
　
く
’
＼

窄
ー
ー
フ
ノ

塩
月
ヨ
シ
エ

橋
口
喜
一
郎

本
多
逸
雄

西
田
昭
太
郎

卜
木
　
　
月

ノ
　
素
1
　
　
　
日

小
田
裕
三

谷
口
保
雄

黒
木
　
正

平
成
2
年
度

　　

謦
ｷ
・
組
合
長

鹿西東東土 住
　
宅

〔
鶴
野
内
区
〕

前
　
田

中
水
流

下
　
村

山
　
内

中
　
山

大
工
野

オ
モ
ダ
カ

〔
八
重
原
区
〕

八
重
原
上

八
重
原
中

八
日
中
下

〔
迫
野
内
区
〕

也

瀬谷下上内

〔
田
野
区
〕

田
　
野

庭
　
野

稲
葉
野

〔
羽
坂
区
〕

硯
野

鼠
　
坂

沖
之
水
流

井
　
尻

小
長
野

望
　
瀬

本
多
講
始

椎
葉
光
男

黒
木
絹
子

芋
原
　
榮

伊
東
征
男

田
原
勇
夫

塩
月
美
義

今
井
主
税

奈
須
平
美

河
野
利
男

山
口
　
実

佐
藤
健
一

前
田
光
義

岩
倉
徳
美

鷹
居
重
美

関
口
岩
男

峰
村
　
守

黒
田
恒
人

川
原
洋
信

植
田
　
誠

稲
田
哲
男

寺
原
昌
平

黒
木
福
美

芋
田
．
公
洋

那
須
春
喜

日
下
道

樋
　
田

〔
仲
深
区
〕

下
仲
瀬

久
居
原

下
水
流

深
　
谷

野
々
崎

〔
坪
谷
区
〕

東
石
原

西
石
原

本
　
村

赤
井
笠

佐
藤
利
男

橋
口
勝
美

甲
斐
民
一
郎

三
浦
正
利

原
田
福
美

三
浦
松
美

水
野
幸
治

吉
田
サ
チ
子

稲
田
耕
志

甲
斐
貞
善

富
山
銀
一

上
野
原

仲
　
崎

多
武
ノ
木

一
谷
原

市
谷
川
崎

瀬
F

〔
越
表
裏
〕

中
水
流

田
口
八
ツ
山

下
　
劃

一
松
露

〔
下
渡
川
区
〕

下
渡
川

松
岡
　
元

矢
野
松
樹

富
山
　
勲

寺
原
徳
美

矢
野
末
宏

海
野
良
一

田
中
恒
見

菊
池
哲
夫

那
須
義
春

長
友
弘
幸

目
高
則
雄

潤
防
回

　
任
期
を
迎
え
て
い
た
東
郷
町
消
防

団
の
団
長
に
田
原
吉
之
助
さ
ん
、
副

団
長
に
直
野
哲
義
さ
ん
と
山
王
勝
徳

さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
．
．

　
ま
た
、
今
年
度
の
各
部
の
部
長
は

次
の
方
々
で
す
．
、

第第三第第本
五四三ニー瀬
音1～音B　音［3剖～音に　＿

　　　　　　ノロし一＿＿＿＿f又
坪羽迫福小場
谷坂野瀬野）
）） 焉j田

山
田
重
男

僑
口
　
泉

田
中
要
吉

池
田
健
一

今
田
耕
作

酒
井
孝
司

第
六
部
（
越
表
・
下
渡
川
｝
山
元
良
徳

第
七
部
（
寺
迫
）

第
八
部
（
鶴
野
内
）

第
九
部
（
八
重
原
）

第
十
部
（
田
野
）

第
十
一
部
（
仲
深
）

前出福福黒
月1田畑谷木
浩喜巳
規　市　喜　集　言成

　　男

魯脅
覧働♪く量レ《囎レ

　　　団　長
田原吉之助氏〔61歳｝

　　　副団長　　　　　　　　副団長

山床勝徳氏〔51歳）　直野哲義氏（60歳

、
つ

131／ξ成2年5月号 町報 と　う　こ

扁
獣
保
護
員
の

　　

ﾏ
　
嘱

　
悟
成
二
年
四
月
一
日
か
ら
次
の
二

名
の
か
た
に
鳥
獣
保
護
員
を
お
願
い

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．

　
黒
木
睦
美
氏
（
寺
迫
）

　
壁
掛
芳
郎
氏
（
坪
谷
）

　
鳥
獣
保
護
員
は
東
臼
杵
農
林
振
興

局
長
の
推
薩
で
知
事
か
ら
の
委
嘱
を

受
け
鳥
獣
保
護
全
般
の
仕
事
を
行

つ
げ
、
い
た
だ
き
ま
す
．
．

　
な
お
、
永
年
鳥
獣
保
護
員
と
し
て

お
世
話
い
た
だ
い
た
仲
深
の
中
谷
芳

雄
さ
ん
が
三
月
三
十
一
日
を
も
’
，
て

退
任
さ
れ
ま
し
た
　
艮
い
間
ご
く
ろ

う
さ
ま
で
し
た
．

町
内
小
・
中
学
校

　　

ｳ
職
員
異
動

転
入
・
新
採
用

　　東

野郷
長小
　　へ
石

黒
武
憲

小
林
南
小

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　
四
月
「
日
付
の
異
動
で
、
山
陰
駐
在
所
に
竹
井
英
次
巡
査
部
長
が
、
ま

た
坪
谷
駐
在
所
に
図
師
忠
二
巡
査
が
赴
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

山
陰
駐
在
所

　
竹
井
英
次
巡
査
部
長
〔
4
1
歳
｝

《
船

　
　
　
．
L
’
「

．
r
・
計
」
．
L

♪
ク
［
馬
田
司

　
図
師
忠
二
巡
査
（
3
5
歳
）

　
　
　
　
一
菩
鉢
茎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薗　　「　8　　・　一　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▼　　「　　一　　「　　一　　「　　響　　・　　一　　「　　一　　「　　層　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　「　　一　　「　　一　　「　　一　　「　　一　　・　　一　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　「　　響　　F　　層　　・　　一　　「　　一　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　「　一　　「　一　「　　響　　「　甲　　「　　　　　　　　　　　　　　8　　「　　一　　「　　一　　「　　層　　，　　一　　・　　　　　　　　　　　　響　　’　　一　　’　　一　　「　　一　　「　　響　　r　　　　　　　　　　一　　「　　一　　「　　一　　「　　一　　「　　　　　　　　「　雫　　「　一　　「　8　　・　　　　　　　薗　　・　　　　　一　　「　早　「　　　　8　　「　一　　「　　「　一　　「

　
教
頭
　
渡
辺
周
三
　
〔
吾
田
東
小
）

　
教
諭
　
佐
藤
加
代
．
r
〔
塩
見
小
）

　
　
〃
　
　
田
中
竜
男
　
　
〔
新
採
用
）

福
瀬
小
へ

　
校
長
　
甲
斐
重
房
　
（
小
松
台
小
）

　
教
頭
　
森
山
茂
樹
　
〔
唐
瀬
原
中
）

　
教
諭
　
川
野
敏
広
　
　
（
長
田
小
）

　
　
　
　
宮
森
敬
一
郎
（
門
川
小
）

坪
谷
小
へ

　
校
長
　
大
崎
重
市
　
（
中
霧
島
小
）

　
教
諭
　
上
園
和
恵
　
〔
東
大
宮
小
）

　
　
　
　
栗
山
正
明
　
　
（
大
E
小
）

　
窓
辺
　
福
島
あ
け
み
（
芋
迫
小
）

　
註
班
　
濱
尾
真
司
　
〔
五
十
市
小
）

越
表
小
へ

　
教
頭
　
野
辺
　
満
　
（
五
十
市
中
）

　
教
諭
　
上
園
昭
智
　
　
（
綾
小
）

　
　
　
　
栗
山
ひ
ろ
f
（
都
城
西
小
）

寺
迫
小
へ

　
校
長
　
野
間
重
信
　
　
（
高
原
中
）

　
教
諭
　
長
友
恵
美
　
　
（
新
採
用
）

　
養
教
　
日
高
由
香
子
（
　
〃
　
）

東
郷
中
へ

　
校
長
　
壱
岐
喜
夫
　
　
（
延
岡
中
）

　
教
諭
　
谷
口
恵
利
子
（
新
採
用
）

　
養
教
　
隅
田
田
鶴
子
（
財
光
寺
南
小
）

　
主
事
　
上
山
美
幸
　
　
（
新
採
用
）

　
技
師
　
宮
本
元
子
　
〔
高
鍋
東
小
）

　
校
長
　
高
妻
忠
邦

　
教
頭
　
西
田
藤
雄

　
教
諭
　
高
橋
正
人

　
〃
　
山
下
慶
一

循
痢
」
カ
ら

　
校
長
　
森
　
長
弘

　
教
頭
　
新
倉
　
彰

　
教
諭
　
松
本
允
子

坪
谷
小
か
ら

　
校
長
　
田
中
　
茂

　
教
諭
　
本
橋
　
静

　
〃
　
山
本
俊
之

　
養
教
　
児
嶋
敦
子

二
三
小
か
ら

　
教
頭
　
國
分
俊
正

　
教
諭
　
永
友
　
敦

〔
県
教
委
課
長
〕

霧
岡
小
校
長
）

〔
那
珂
小
教
頭
）

（
延
岡
南
小
）

　
　
　
　
　
〔
西
小
林
小
）

　
　
　
　
　
（
高
鍋
西
小
）

　
　
　
　
　
（
旭
小
）

大
坪
喜
八
郎
（
塩
見
小
）

　
延
岡
署
か
ら
転
任
し
て
ま
い
り
ま

…
し
た
竹
井
で
す
．
早
く
地
域
の
皆
さ

｝
ん
に
溶
け
込
ん
で
、
町
の
治
安
維
持

に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
気

㎜
軽
1
1
」
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
　
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す

（
瓜
生
野
小
）

（
緑
ヶ
丘
小
）

（
延
岡
高
校
）

（
塩
見
小
）

山月
崎原
中小

　
〃
　
　
・
A
了
門
広
．
r
　
　
〔
高
城
小
）

寺
迫
小
か
ら

養　　教校　リ　
ノ　

教　　諭長

鱈縄
あ則武昌
：ナ　一f一和J　f一

み

吉
川

【｝

坪
谷

小
粥轟

東
郷
中
か
ら

　
り

》
与
“

　
竹
井
巡
査
部
長
と
同
じ
く
延
岡
署
一

か
ら
転
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
図
師
｝

で
す
　
子
ど
も
と
の
剣
道
等
を
通
し
㎝
層

て
地
域
の
人
に
交
わ
り
、
皆
さ
ん
と
…

一
緒
に
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
…

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
．

　　坪
教四谷三尊主養　 教校
　　　　　　り諭長中査術事教　日長
　　か
矢吉ら井屋桑橋遠矢里f；田　　　　本　山主　ノtく　口　端く　里f

幸　急信郁政光博　子孝子子亨道

（
浦
城
中
）

（
小
松
原
中
）

（
日
向
中
）

（
幸
脇
小
）

（
三
川
内
小
）

（
西
郷
中
）

　　退
〃

　　職

坪
谷
中
へ

　
校
長
　
冨
永
　
睦

　
教
諭
　
藏
絶
秀
「

（
祝
吉
中
）

（
田
野
中
）

転
出
・
退
職

東
郷
小
か
ら

役
場
職
員
の

　　

@　

@　

ﾙ
動

▽
採
用

。
住
民
課
衛
生
水
道
係
　
松
掛
芳
美

▽
異
動

。
学
校
給
食
共
同
調
理
場
所
長
　
那

須
文
美
（
住
民
課
長
補
佐
）
O
住
民

課
長
補
佐
　
塩
月
悌
二
（
開
発
整
備

課
主
幹
）
o
開
発
整
備
課
管
理
係

石
床
貞
雄
（
東
郷
病
院
事
務
局
）
o

東
郷
病
院
事
務
局
　
伊
藤
浩
二
（
住

民
課
衛
生
水
道
係
）
O
老
人
ホ
ー
ム
鈴

峰
園
　
海
野
真
理
（
税
務
課
課
税
係
）

O
税
務
課
課
税
係
　
寺
原
映
子
（
住

民
課
保
険
年
金
係
）
o
住
民
課
保
険

年
金
係
　
矢
野
澄
代
（
老
人
ホ
ー
ム

鈴
峰
園
）
O
東
郷
小
学
校
技
術
員

田
中
馨
（
坪
谷
小
学
校
技
術
員
）
O

東
郷
病
院
給
食
技
術
員
　
池
田
慶
子

（
東
郷
小
学
校
技
術
員
）
O
寺
山
小

学
校
給
食
技
術
員
　
黒
木
ピ
サ
子
（
寺

迫
小
学
校
技
術
員
）
o
東
郷
幼
稚
園

教
諭
　
一
口
洋
子
（
寺
迫
幼
稚
園
）

o
寺
迫
幼
稚
園
教
諭
　
工
藤
厚
子
（

東
郷
幼
稚
園
）

▽
退
職

O
橋
口
岩
夫
（
学
校
給
食
共
同
調
理

場
所
長
）
O
奥
タ
ヅ
子
（
寺
迫
小
学

校
給
食
技
術
員
）
○
田
口
英
子
（
東

郷
病
院
給
食
技
術
員
）
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円．中．位農業労働賃金表
作　　　　業　　　種　　　　類　　　　i　2　年度　；　　　備　　　　　　考　　　　　　　　　　　1

i　　　　　　　　　　　　　　　．躍起1　5，000レ　　　　　　　　　lUa当たり

1　　　　　整　理　田　　荒代． 4．000…’　　　　　　　　　　　　　　　　”

…塾代 6．0001一　　　　　　　　　・

　　　標

E準
ｭ亡
w桑|

旨耕起 5．0001’　　　　　　　　　　　　　　　”
　　初　　　田　2
@i
�F　　　三型。荒代　　　　　1

4．000レ　　　　　　　　　　　　　　　　”

．植代 6．000i／　　　　　　　　　　　・・

1　　　　　　…耕起 6．500〆　　　　　　　　　　　　　　　”

稲：飼涌物

@　　　　1

整　理　田　；三代．　5．200レ　　　　　　　　　　・

　　I
耕起…　6．500♪　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　．　　一

跡　　　地　i未整理田　．二代．　5．200を　　　　　　　　　　，・
作　　　　　　i　　　　　；二代…6．000乏　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　1
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中
途
障
害
者
雇
用
継
続
助
成
金
制
度

　
こ
の
制
度
は
、
企
業
に
採
用
さ
れ

た
後
、
労
災
障
害
、
疾
病
（
心
臓
・

じ
ん
臓
・
腸
・
ぼ
う
こ
う
・
呼
吸
器
）
、

交
通
事
故
な
ど
に
よ
り
、
中
途
障
害

者
と
な
r
．
た
労
働
者
を
継
続
し
て
雇

用
す
る
事
業
主
に
助
成
金
を
支
給
す

る
も
の
で
す

支
給
の
穫
二

丁
第
一
種
中
途
障
害
者
作
業
施
設
設

　
置
等
助
成
金
・
中
・
途
障
害
者
の
雇

　
用
を
継
続
す
る
た
め
の
施
設
、
設

　
置
、
整
備
を
行
う
事
業
・
王
．
．

o
中
途
障
害
者
「
人
二
百
圧
十
万
円

　
ま
で
、
費
用
の
三
分
の
．
一
支
給
．
．

O
申
請
時
期
・
職
場
復
帰
し
た
日
の

　
翌
日
か
ら
六
ヶ
月
以
内

②
第
二
種
中
途
障
害
者
作
業
施
設
設

　
三
等
助
成
金
・
中
途
障
害
者
の
雇

　
用
を
継
続
す
る
た
め
の
施
設
、
設

　
備
を
賃
借
す
る
事
業
主
．

○
中
途
障
害
者
一
人
に
月
二
卜
万
円

　
ま
で
、
三
年
間
費
用
の
三
分
の
二

　
支
給

○
申
請
時
期
ニ
ユ
と
同
じ
．

3
重
度
中
途
障
害
者
職
場
適
応
助
成

　
金
・
労
働
者
が
重
度
中
途
障
害
者

　
等
〔
障
害
等
級
一
級
、
二
級
と
三

　
級
～
六
級
で
も
四
十
五
左
官
ト
で

　
あ
れ
ば
該
当
｝
と
な
っ
た
後
に
、

　
職
場
復
帰
を
促
進
す
る
た
め
に
職

　
場
適
応
措
置
（
職
務
の
開
発
、
改

善
、
職
務
の
変
史
、
知
識
技
能
の

向
上
指
導
な
ど
）
を
実
施
す
る
事

業
主
へ
．

o
中
途
障
害
者
一
人
月
三
万
円
、
三

年
間
支
給
．
．

o
申
請
時
期
、
職
場
復
帰
し
た
日
の

翌
日
か
ら
三
ヶ
月
以
内
．
．

デ
♪

，
芦
．

惹
そ
ば

　
　
あ
り
ま
せ
ん
か
つ
・

　
現
在
、
町
観
光
協
会
で
は
一
牧
水

庵
」
の
そ
ば
を
町
内
で
確
保
す
る
た

め
生
産
者
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
申
し
込
み
が
少
な
い
よ
う
で
す
．

　
量
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
販
売
で

き
る
方
が
い
ま
し
た
ら
町
観
光
協
会

事
務
局
〔
企
画
財
政
課
内
）
へ
お
申

一
ご
込
み
く
だ
ざ
、
い
．

　
な
お
、
囲
貝
い
取
り
価
格
は
、
坦
一
つ

き
の
ま
ま
で
　
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り

四
百
円
で
す

、
つ

こ“、
つ

と報田丁平成2年5月号」

祭徳頒▼

　須徳祭が4月1日、午前10時から行われました、

当日は、小雨の降る中、役場前の旧徳の碑にその名を刻

まれている新名馬治、高森順蔵、奈須熊吉、黒木松美、

塩月儀市、小野弘各氏の遺族と木村町長をはじめ、関係者

約40名が参列し、故人の遺徳を偲びました，

　　　　　　　▼慰霊　祭

　4月3日、戦没者合同慰霊祭が成願寺で行われました．

この慰霊祭は、西南戦争から太平洋戦争までの戦没者

395柱の冥福を祈るため、社会福祉協議会が毎年行って

いるものです．

　当日は、遺族など250名が参列し、しめやかに行われ

ました．
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轟
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牙
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嘱♂
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夢
襲
‘
虹
∵

箏
一
董
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▼メディキットから100万円寄付

　東郷メディキ・ト社長中島弘明氏から東郷町へ一斗中

学校教育の振興に役立ててくださいと100万円の寄付力

されました．

　町では、これを二中島文！軋と名づけて小中学校の図

書の充実を図る予定にしています．

　　　＝1墜』しり・
～　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　猛

・・一層～、
　　　　　’7　讐
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酸

＜
町
民
の
文
集
「
山
ざ
く
ら
」
誕
生

　
　
町
民
の
文
集
「
山
ざ
く
ら
　
創
刊
号
が
町
文
化
協
会
の
編
集
に
よ

　
り
発
刊
さ
れ
ま
し
た
．
．

　
　
今
回
の
こ
の
文
集
に
は
、
町
内
の
大
人
、
児
童
合
．
わ
せ
て
3
8
名
の

　
方
か
ら
投
稿
が
あ
り
、
8
月
に
は
第
2
号
の
発
狂
を
予
定
し
て
い
ま

　
す
．
、
第
2
号
の
原
稿
締
切
は
6
月
1
5
日
で
、
提
出
先
は
町
教
育
委
員

　
会
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
創
刊
号
は
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
内
の
タ
バ
コ
販
売
店
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
水
庵
、
農
協
、
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
女
ロ
貝
ム
ム
4
、
一
冊
珈
円
垢
・
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㌔
．
艦

　
　
　
牽
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＜サンボートガールズがPR〃

　今年行われている一’9Uひむかの祭典　を彩るビ．・グイベントー廿

ンポート海・物語一ク）キ・ンペーンガー・レズが4月4日来「．｝：し、役

場前の鴫車場でPRを行いました＝

　この　サンボート海・物語一は、5月3日から6日まで．、開港し

たばかりの宮崎港で開催され、海のコンサートやボートショー、フ

ロ水上スキーショーなど盛りだくさんの内容となっています．ゴー

ルデンウィーク、ご家ケ1漣れで出かげてみてはいかかでしょうか

」
、　爵伽ワ浄

『、
」
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東
ヘ
ル
リ
ノ
か
ら
内
ヘ
ル
リ
／
に

帰
る
時
の
検
問
所
て
は
、
二
人
の
検

問
官
か
前
回
同
様
パ
ス
ポ
ー
ト
の
1
3

貞
の
昭
会
や
荷
物
の
検
査
な
と
と
て

も
賊
し
く
竹
∫
．
た
　
検
査
を
終
え
た

の
て
直
ち
に
出
発
か
と
思
っ
た
り
、

今
度
は
ハ
ス
の
ト
に
検
問
官
か
は
ら

は
’
．
て
へ
り
、
あ
ち
こ
ち
を
調
へ
て

い
る
　
こ
吐
は
東
ヘ
ル
リ
ノ
市
民
か

ハ
ス
の
ト
に
か
く
π
て
い
な
い
か
と

・
一
か
の
検
問
て
あ
る
　
即
ち
逃
亡
者

か
い
る
か
い
な
い
か
を
調
へ
て
い
る

の
た

　
検
問
を
無
事
終
．
一
し
て
西
ヘ
ル
リ

ン
に
人
．
げ
、
皆
ホ
，
と
し
た
　
壁
の

付
近
て
休
目
］
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た

　嘔

喚’

‘魔

男
　
啓
翠

所
々
に
足
踏
み
台
の
様
な
場
所
か
あ

り
、
こ
の
踏
み
台
に
ト
っ
て
見
る
と

東
ヘ
ル
リ
ン
の
町
か
見
え
る
．
話
に

よ
る
と
離
れ
は
な
九
に
な
っ
て
い
る

親
類
、
親
．
」
か
こ
の
台
の
一
か
ら
壁

を
通
し
1
、
話
し
合
う
こ
と
も
あ
る
そ

う
た

　
私
，
送
は
異
様
な
物
を
見
た
　
望
い

花
輪
か
何
ヶ
所
も
お
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
東
ヘ
ル
リ
ノ
か
ら
西
ヘ
ル
リ

！
に
挑
7
L
を
企
て
、
こ
の
壁
を
乗
り

越
え
よ
つ
と
し
た
時
に
東
ト
イ
ソ
監

視
兵
に
撃
た
れ
た
死
亡
者
の
花
輪
た

そ
っ
た
　
こ
の
花
輪
は
沢
山
あ
っ
た

私
は
こ
の
辟
f
の
近
く
に
い
た
少
年
と

記
今
」
’
ー
ナ
真
を
と
っ
た
　
た
小
ん
戦
儲
大

孤
児
て
は
な
い
か
、
或
は
東
ヘ
ル
リ

ン
に
向
親
か
兄
弟
か
い
る
の
か
も
し

π
な
い
　
こ
っ
し
た
せ
劇
を
牛
ん
だ

ヘ
ル
リ
ノ
の
畔
、
こ
れ
は
戦
争
か
ら

生
ま
れ
た
も
の
て
あ
る

藍

　
ζ

乱　
．
　
　
露
・

　
　
σ

漣
轟

r曙
㍗
。

レ
少
年
と
の
記
念
写
真

レ
ヘ
ル
リ
ン
競
技
場

　
私
た
ち
は
ヘ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ノ

ク
競
技
場
も
見
学
し
た
．
昭
和
十
年

十
一
月
世
界
オ
リ
ン
ヒ
，
ク
か
開
催

さ
れ
る
予
定
て
あ
っ
た
か
、
第
一
次

世
界
大
戦
か
起
り
中
止
と
な
っ
た
。

す
ば
ら
し
い
競
技
場
て
あ
る
か
戦
争

尊
　
ア
サ
　
弾
廿
　
胃
サ
　
W
や
　
耳
サ
　
▼
廿
　
π
サ
　
｝
み
　
ア
む
　
青
心
　
▽
心
　
マ
妙
　
P
廿
　
π
廿
　
耳

⑮
牧
水
歌
碑

日
向
市
の

　
歌
碑
め
ぐ
り

く
日
向
市
駅
ホ
ー
ム
V

教
育
長

　
渡
辺
邦
彦

幾
山
河
こ
え
さ
り
竹
か
は
寂
し
さ
の

　
は
て
な
む
国
そ
け
小
も
旅
ゆ
く

　
日
向
市
駅
に
建
立
さ
れ
て
い
る
「

幾
山
河
一
の
歌
碑
は
、
昭
和
血
一
一

年
i
一
月
二
日
目
除
幕
と
な
っ
て
い

ま
す
　
駅
の
ホ
ー
ム
の
一
角
に
歌
碑

か
あ
る
と
い
つ
の
は
全
国
て
も
珍
し

い
て
し
．
争
つ

　
さ
1
、
、
こ
の
歌
碑
の
建
立
の
い
き

さ
つ
に
つ
い
て
述
へ
て
み
ま
し
ょ
う

首
唱
者
は
当
時
の
駅
長
の
利
満
伊
三

郎
さ
ん
て
、
国
鉄
の
関
係
者
と
協
議

し
、
ま
た
東
郷
町
牧
水
顕
彰
会
に
も

争
訟
か
あ
っ
て
こ
の
建
立
か
決
ま
っ

た
よ
っ
て
す
　
歌
の
逮
定
に
あ
た
っ

て
も
、
駅
の
歌
碑
た
か
ら
旅
の
歌
か

よ
い
た
う
つ
と
い
う
こ
と
て
「
幾
山

は
こ
の
オ
リ
ン
ピ
／
ク
祭
典
も
つ
ふ

し
て
し
ま
っ
た
．
ヘ
ル
リ
ノ
の
非
」
劇

を
数
々
見
て
視
察
を
終
え
、
帰
途
に

つ
い
な

東
郷
町
文
化
協
会
長
　
都
甲
鶴
男

耳
　
冨
廿
　
脚
ぐ
　
r
廿
　
r
む
　
胃
曽
　
冒
廿
　
可
サ
　
ド
甘
　
π
サ
　
∀
甘
　
耳
　
冨
廿
　
W
廿
　
7
廿

河
」
の
歌
に
決
定
し
た
よ
っ
て
す
。

　
と
こ
ろ
て
、
こ
の
歌
は
牧
水
の
代

表
作
と
し
て
多
く
の
人
々
に
親
し
ま

れ
愛
謡
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
皆
さ

ん
す
て
に
ご
存
し
た
と
思
い
ま
す

　
明
冶
四
十
年
（
ニ
レ
ニ
歳
）
、
早
大

の
学
生
た
っ
た
牧
水
は
夏
休
み
に
昌

谷
へ
帰
省
す
る
の
に
旅
を
し
な
か
ら

届
る
こ
と
に
し
ま
し
た
　
牧
水
に

と
っ
て
生
れ
て
初
め
て
の
ひ
と
り
隔

て
、
歌
作
の
発
て
も
記
A
．
し
す
へ
き
旅

と
い
え
ま
し
ょ
つ

　
こ
の
歌
は
一
説
に
よ
る
と
、
岡
山

県
と
広
島
県
の
県
境
付
近
の
二
本
松

峠
と
い
う
所
あ
た
り
て
詠
ん
だ
も
の

と
二
口
わ
れ
て
い
ま
す

　
さ
て
、
こ
の
歌
の
音
味
は
「
自
分

は
今
、
ひ
と
り
て
山
を
越
え
、
河
を

越
え
て
旅
を
し
な
か
ら
歩
き
続
け
て

い
る
　
日
ご
と
に
宜
し
さ
か
深
ま
っ

て
き
て
い
る
か
、
い
っ
た
い
な
お
と
れ

た
け
の
山
や
河
を
越
え
て
行
け
ば
、

こ
の
寂
し
さ
の
消
え
は
て
て
し
ま
う

国
に
出
ら
れ
る
の
た
ろ
う
か
　
そ
う

思
い
な
か
ら
今
日
も
旅
を
続
け
て
い

る
」
と
い
う
歌
て
、
行
け
と
も
行
け

と
も
尽
き
る
こ
と
の
な
い
旅
愁
を
歌

矯
鱒

レ
日
向
市
駅
ホ
ー
ム
に

　
　
　
あ
る
歌
碑

つ
た
も
の
と
一
口
え
ま
し
ょ
つ

　
こ
の
旅
て
下
関
に
ウ
ち
寄
／
．
て
友

人
と
撮
っ
た
写
真
か
遺
さ
れ
て
い
ま

す
か
、
そ
の
委
は
学
生
服
て
は
な
く
、

も
め
ん
の
白
か
す
り
の
壱
物
に
小
倉

の
は
か
ま
を
は
い
て
い
ま
す
　
写
真

て
は
i
半
身
た
け
し
か
見
え
ま
せ
ん

か
、
お
そ
ら
く
牧
水
は
こ
の
時
も
足

は
わ
ら
し
に
脚
絆
た
っ
た
と
推
察
さ

赴
ま
す

　
ま
た
、
こ
の
歌
の
す
く
前
に
は
、

「
け
ふ
も
ま
た
こ
こ
ろ
の
鉦
を
つ
ち

鳴
し
う
ち
鳴
し
つ
つ
あ
く
か
れ
て
行

く
一
の
歌
も
詠
ま
九
て
い
ま
す
　
こ

の
歌
も
か
な
り
多
く
の
人
達
か
ら
愛

．
蒲
さ
れ
て
お
り
ま
す
か
、
こ
の
歌
と

併
せ
て
昧
｝
わ
’
．
げ
、
み
て
く
た
さ
い

、
つ

こ、
つ

と報田丁手FJ又2耳5月号［
r

禽
　5；　司

談
判

⑳
病
院
の
話

東
郷
町
・
色
病
院

　
院
長
高
橋
弘
憲

鱒←贈

鳳辱

斉

げ
、
い
る
の
て
は
な
く
、
他
の
場
所
て

働
い
て
い
る
の
て
す
か
ら
分
か
っ
て

く
た
さ
い
　
ま
た
、
内
科
て
は
地
区

の
住
民
健
診
に
出
か
け
る
た
め
に
、

週
一
回
は
午
削
中
に
も
外
未
診
療
か

て
き
な
い
日
か
あ
り
ま
す
　
受
診
の

際
に
は
i
分
1
1
音
し
て
く
た
さ
い

　
さ
て
、
目
し
寵
し
は
付
乃
か
な
い
と
し

一
、
、
診
療
時
間
は
て
き
る
た
け
守
つ

げ
、
も
ら
い
た
い
も
の
て
す
　
毎
日
、

　
一
、
三
人
は
一
二
時
白
削
に
受
け
付

け
を
す
る
人
か
い
ま
す
か
、
薬
か
て

き
｝
か
る
の
は
す
っ
と
後
に
な
り
ま

す
ま
し
て
、
X
促
写
貞
な
と
の
検

査
を
す
れ
は
、
も
っ
と
遅
く
な
り
、

結
果
的
に
午
後
の
什
事
に
し
わ
寄
せ

が
き
て
し
ま
い
ま
す
　
て
き
る
た
け

i
一
時
半
く
ら
い
ま
て
に
は
一
，
又
d
け

を
し
げ
、
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す

　
個
人
的
な
威
し
想
を
述
へ
れ
は
、
県

立
病
院
の
よ
う
に
大
き
な
病
院
に
勤

務
し
て
い
る
と
き
と
比
へ
、
小
さ
な

病
院
の
方
か
小
回
り
も
効
き
、
串
い
者

さ
ん
と
の
接
触
も
密
接
な
も
の
に
な

り
や
す
い
よ
う
て
す
．
病
院
外
て
も

い
ろ
い
ろ
と
二
重
に
し
て
い
た
だ
い

た
り
、
ま
た
病
気
か
良
く
な
’
．
た
と

き
に
は
、
予
想
以
⊥
に
感
謝
さ
れ
て
、

株
名
と
し
て
の
喜
ひ
を
味
わ
う
こ
と

も
多
く
あ
り
ま
し
た
．
一
方
、
限
界

を
感
し
て
か
’
．
か
り
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
　
現
代
医
療
の
限
界
、
時

間
的
限
界
、
設
備
の
限
界
、
医
者
個

人
の
能
力
と
し
て
の
限
界
、
東
郷
町

立
病
院
と
い
つ
イ
メ
ー
！
に
対
し
任

民
か
い
た
い
て
い
る
限
界
な
と
様
々

て
す
　
時
間
の
し
て
呂
し
い
思
い
を

し
た
こ
と
か
一
番
多
か
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
か
、
看
護
婦
や
受
け
付
け

の
事
務
員
の
手
際
の
良
さ
に
す
い
ふ

ん
助
け
ら
赴
ま
し
た
し
、
入
院
か
急

に
増
え
て
も
給
食
係
の
努
力
て
何
と

か
時
間
通
り
に
食
事
か
て
き
た
り
、

み
ん
な
に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た

　
時
に
は
、
と
う
し
て
も
助
け
た
く

て
楯
一
杯
や
っ
て
も
、
と
う
し
て
も

あ
け
ら
れ
す
気
の
毒
な
こ
と
を
し
た

人
も
い
ま
し
た
　
今
て
も
本
当
に
毎

A
．
喝
て
す
　
せ
め
て
そ
の
家
族
の
乃
た

ち
の
幸
せ
を
祈
り
た
い
と
思
い
ま
す

　
最
後
に
、
身
体
を
大
切
に
し
て
く

た
さ
い
．
て
も
、
身
体
の
こ
と
は
か

り
気
に
し
て
、
毎
日
ク
ヨ
ク
ヨ
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
明
る
く
生
き

牛
き
と
暮
ら
し
て
く
た
さ
い

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

　
急
報
て
あ
紅
こ
れ
話
を
す
る
の
も

人
－
回
か
最
後
の
機
会
た
と
思
い
ま
す

の
て
、
柄
気
の
話
…
て
は
な
く
、
門
院

の
話
を
い
た
し
ま
す

　
東
郷
病
院
は
、
内
科
系
の
医
幽

幽
ヒ
外
科
系
の
医
帥
一
名
の
討
一
名

ガ
、
診
療
に
当
た
’
．
て
い
ま
す
　
仕
事

よ
、
午
嗣
中
は
外
未
診
療
か
主
て
、

～
後
に
は
、
柄
棟
の
圓
診
、
検
査
や

～
⊥
伽
な
と
の
，
耐
療
処
直
、
老
人
ホ
ー

ム
や
持
老
の
疋
期
的
益
診
、
乳
幼
児

や
小
中
～
恢
の
．
r
防
接
種
や
健
診
、

役
場
、
農
協
、
メ
テ
、
キ
、
ト
、
ソ

ー
－
イ
ン
ク
な
と
の
職
場
健
診
な
と
多

種
多
様
な
仕
事
か
一
年
中
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
　
そ
の
合
い
間
に
も
、
午

後
か
ら
の
外
未
を
診
る
の
て
す
か
、

B
に
よ
’
．
て
は
ほ
と
ん
と
診
察
す
る

時
間
か
な
い
こ
と
も
し
は
し
は
あ
り

ま
す
　
こ
ん
な
と
き
、
決
し
！
、
休
ん

安
全
運
転
者
の

　
　
　
あ
な
た
へ
〃
“

…
「
ミ
一
一
表
彰
状
」
…

　
本
町
に
は
安
全
自
転
を
励
翁
し
交

通
事
故
防
止
に
貞
元
し
て
い
る
人
か

た
く
さ
ん
い
ま
す
　
こ
の
人
達
て
表

彰
基
奉
に
該
当
す
る
人
を
毎
年
県
や

地
区
の
交
通
安
全
協
会
か
優
良
運
転

者
と
し
て
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
か
、

予
算
等
て
人
員
に
制
限
か
あ
る
た
め

こ
の
表
彰
か
ら
洩
れ
る
人
か
あ
り
ま

す
こ
の
表
彰
か
ら
洩
れ
た
人
を
補

う
た
め
今
回
『
こ
二
表
彰
』
の
制
度

か
て
き
ま
し
た
．

○
冒
ミ
一
一
表
彰
』
と
は

　
当
年
以
歯
茎
事
故
、
無
違
反
の
運

転
者
個
人
か
自
動
車
安
全
連
転
セ
ン

タ
ー
宮
崎
県
事
務
所
発
行
の
証
明
書

を
添
え
て
日
向
地
区
交
通
安
全
協
会

に
自
主
申
請
し
て
審
査
に
ハ
ス
し
た

時
、
警
察
署
長
と
交
通
島
全
協
会
長

連
名
て
連
載
免
許
証
大
の
表
彰
状
か

贈
呈
さ
れ
ま
す

　
○
申
請
の
要
領

　
日
向
警
察
署
ま
た
は
交
通
安
全
協

会
事
務
局
に
て
自
動
車
攻
全
運
転
セ

ン
タ
ー
宮
崎
県
事
務
所
宛
の
振
込
用

紙
を
受
け
取
り
申
請
料
七
右
円
を
添

え
て
郵
便
局
て
手
続
き
を
す
る
と
、

同
セ
ン
タ
ー
か
ら
「
無
事
故
無
違
反

証
明
書
」
か
広
付
さ
れ
ま
す
．
こ
の

証
明
書
の
発
行
の
日
付
か
ら
一
月
以

内
に
日
向
地
区
交
通
笈
全
協
会
事
務

局
に
印
鑑
と
共
に
持
参
し
備
え
つ
け

の
賞
揚
申
請
書
を
記
載
し
て
提
出
し

ま
す
と
、
そ
の
場
て
日
向
署
長
と
協

会
長
連
名
の
耳
ミ
ニ
表
彰
状
』
か
授

与
さ
れ
ま
す
。

　
ミ
ニ
表
彰
は
、
会
員
の
た
め
に
役

立
つ
こ
と
か
あ
り
ま
す
の
て
是
非
該

当
者
は
申
請
し
て
く
た
さ
い
。

会
員
の
少
な
き
歌
の
会
な
れ
と
我
に

は
優
る
学
ひ
と
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
イ
セ

中
三
の
孫
か
持
ち
労
し
木
［
に
材
料

代
に
と
銭
握
ら
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
砂
金
義

諸
塚
の
椎
茸
や
か
た
ホ
タ
ル
橋
水
主
旧

く
し
て
ウ
ク
イ
麻
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

勤
め
故
預
け
し
稲
田
休
耕
と
な
り
て

久
し
も
な
す
す
へ
も
な
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

】
陣
の
あ
ら
し
の
ま
え
に
散
る
桜

知
き
春
を
な
ご
り
お
し
み
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
　
吉
市

9
聖
，
皇
，
2
0
皇
○
皇
国
●
垂
■
垂
0
9
●
皇
●
9
，
垂
O
垂
層
皇

　
ミ
ニ
表
彰
に
つ
い
て
の
詳
細
は
日

向
地
区
交
通
笈
全
協
会
事
務
局
（
麿

52

@
3
9
6
7
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
た
さ
い
．

　
諺
ノ
磨
，
・
ヒ
・
ト
ハ
ろ
．
．
§
ト
．
鴬

　
“
＼
　
，

磯嘉三
三

　　　　愈癖r
　　　　　　　冨勘a　　　　　亨

　　優良運転者　賞
　　　　　　　　　　　殿
　あなたは　　年聞　無事故無違反で安

全運転を励行され他の棲範でありま寸の

てこれを貧します　　　■

　　　丁年㌦．～趨
　　　　　　　　　　　むえ　　　　　　　ρ重圏’，二燐頴
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　　も
　　　　『
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㌔，ひ　　曳一ゆ∠
じd

★
犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

　
狂
犬
病
予
防
法
で
は
、
生
後
托
卜

一
日
以
ヒ
の
犬
の
所
有
者
は
毎
年
一

回
登
録
を
し
、
犬
に
予
防
注
射
を
受

け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

　
本
年
度
の
登
録
受
け
付
け
と
予
防

注
射
を
5
月
1
4
日
か
ら
1
7
H
ま
で
各

地
区
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
必
ず
手

三親

L
、
亭
「
二
、
く
だ
さ
い
．
．

　
な
お
料
金
は
、
　
一
匹
に
つ
き
登
録

f
数
料
二
干
百
円
、
注
射
済
票
交
付

手
数
料
四
百
六
十
円
、
注
射
手
数
料

二
f
「
円
で
合
計
四
千
五
百
六
十
円
で

あ
9
．
．
　
士
ナ
ム
尾
、
　
希
朝
h
4
日
伊
ト
は
一
』
ン
ス
ー
ア
ン

バ
ー
ー
の
．
ナ
防
畏
辻
三
二
二
干
山
U
）
ヨ
⊃
だ
侍

ヂ、

ﾄ
い
ま
す
．
．

　
詳
一
）
い
日
程
に
つ
い
て
は
、
ん
介
組

合
長
さ
ん
か
役
場
衛
生
水
道
係
に
お

，
翌
ね
く
だ
y
こ
い

婦
人
検
診

5
月
8
日

　
▽
場
所

　
▽
受
付

　
▽
場
所

　
▽
受
付

13農9農
艮寺　†易　目寺　†弱

3〔｝￥30坪

分厘黒谷
～支
14昔

時
呂9

分

～支
10所

時
3し）

分

税
務
相
談

　
熊
本
国
税
局
税
務
相
談
室
宮
崎
分

室
に
よ
る
椀
の
定
期
相
談
が
次
の
と

お
り
実
施
さ
れ
ま
す
．

　
税
の
こ
と
な
ら
な
ん
で
も
相
談
に

応
じ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
．

▽
相
談
日
　
5
月
1
1
日

▽
場
　
所
　
B
向
商
工
会
議
所

▽
時
　
間
　
m
時
～
1
6
時

撮
影
会
の
ご
案
内

▽
日
　
時

▽
場
　
所

▽
会
　
費

▽
そ
の
他

▽
サ
イ
ズ

▽
締
切
り

▽
　
賞

5
月
1
3
目
即

　
　
9
時
細
分
集
合

牧
水
公
園

無
　
料

但
し
、
フ
ィ
ル
ム
・
仕

ヒ
げ
は
、
コ
ニ
カ
製
品

使
用
の
こ
と
．
．

モ
デ
ル
が
2
名
参
加

四
つ
切

6
月
1
6
日

金
賞
2
名
∵
銀
賞
3
名

▽▽▽▽▽
前主発審賞

賛上表査品

▽
後
　
援

銅
賞
5
名
・
佳
作
2
0
名

高
級
カ
メ
ラ
等

主
催
者
及
び
関
係
者

6
月
下
旬
個
人
宛
通
知

ヤ
マ
モ
ト
カ
メ
ラ

東
郷
町
観
光
協
会

東
郷
町
商
［
会
青
年
部

コ
ニ
カ
カ
ラ
ー
㈱

コ
ニ
カ
カ
ラ
ー
宮
崎

「
申
請
免
除
」

　
　
　
　
　
受
付
け

　
　
＝
ニ
一
国
民
年
金
保
険
料
一
一
≡

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
二
十
歳
か

ら
六
凶
歳
ま
4
、
の
間
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん

　
し
か
し
、
そ
の
間
1
1
ト
は
、
い
つ
も

安
定
し
た
生
活
だ
け
と
は
限
り
ま
せ

ん
．
．
収
入
が
少
な
い
、
病
気
で
働
け

な
い
な
ど
の
理
由
で
保
険
料
を
納
…
め

た
く
て
も
納
め
る
こ
と
の
で
き
な
い

八
も
い
ま
す
．
．
そ
の
よ
う
な
人
の
た

め
に
、
保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り

ま
す
．

　
納
入
の
困
難
な
方
、
ま
た
は
前
年

度
に
引
き
続
き
申
請
免
除
し
た
い
方

は
、
五
月
末
目
ま
で
に
役
場
保
険
年

金
係
1
ー
ト
ご
相
詠
敵
く
だ
ざ
、
い

行
政
相
談

▽▽
場日
所属

老

人

福
祉

館

5

月
15

日

9

時
～

15

時

人
権
相
談
　
越
豪
寒
霧
一
間

▽
日
時
　
5
月
1
5
日
　
9
時
～
1
5
時
　
　
Ψ
癖
章
舜
舎
傘
奪
母
奉
傘
砂
薯
漁
＝

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

心
配
ご
と
相
談

▽
日
時
　
5
月
1
5
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

消
費
生
活
相
談

（
三
月
届
出
分
）

▽
日
時
　
5
月
1
5
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

　
　
　
今
月
の
納
税
等

国
民
健
康
保
険
税
　
一
期

出
生
お
め
4
、
と
う

赤
ち
ゃ
ん
の
名

　
　
　
　
　
　
父
の
名

谷
口
ま
ど
か

　
　
　
　
　
　
繁
幸

畝
原
　
　
渚

　
　
　
　
　
　
昭
彦

　
　
　
　
　
一

池
田
真
菜
美
．
．
目
彰

中
村
は
る
み
．
輝
行

住
　
所

福
　
瀬

小
野
田

迫
野
内

福
　
瀬

結
婚
お
幸
せ
に

灘
崎

・
灯

　　　
木工旨氏

村原：

［自：健

　　．名
．美一一

♪」♪」　東：　f主

　　　京

坂都　所

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
町
目
仕
ム
ム
福
…
祉
協
議
ム
エ
へ
　
仕
4
ム
福
祉

の
た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
．
．

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
．
．

ご
）
福
瀬
の
川
越
ハ
ル
予
さ
ん
か
ら

　
（
瀬
1
ー
ス
ミ
ヱ
さ
ん
・
8
1
歳
ご
逝

　
　
ト
ご

◎
芋
迫
の
黒
木
鉄
夫
さ
ん
か
ら

　
（
寅
市
さ
ん
・
π
歳
ご
逝
髭
ご

◎
鶴
野
内
の
塩
月
和
太
郎
さ
ん
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死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

西山塩黒二瀬僑
　　　　　　　…氏田下月イく川口本

；臨綻熱名
丁8　　8〔．｝　92　　7’7　　21　　81　　82　．年

歳歳歳歳歳歳歳．歯餐
小　　越　　鶴　　、￥　鶴　　小　　鶴．住

野　 野　 野田野．
田．表内迫内田内F所
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